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新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会

教
養
学
部
に
は
毎
年
四
月
に
三
二
〇
〇
名

余
り
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ

ス
は
こ
の
時
期
、
新
入
生
歓
迎
一
色
に
な
り
、

新
歓
行
事
が
た
く
さ
ん
開
か
れ
ま
す
。
そ
れ

ら
は
部
や
サ
ー
ク
ル
の
勧
誘
の
た
め
に
学
生

が
行
っ
て
い
る
も
の
や
、
ク
ラ
ス
の
歓
迎
会

で
す
。

た
し
か
に
入
学
式
で
総
長
や
学
部
長
が

「
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
何
度

も
言
い
ま
す
。
そ
れ
と
は
別
の
形
で
、
駒
場

友
の
会
も
新
入
生
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
！
と
言
っ

て
あ
げ
た
い
。
そ
う
い
う
思
い
か
ら
、
毎
年

四
月
に
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

五
回
目
に
当
た
る
今
年
は
、
野
矢
茂
樹
先

生
が
語
る
「
な
ぜ
哲
学
が
必
要
な
の
か
」
で

し
た
。

四
月
十
四
日
（
月
）
午
後
六
時
二
〇
分
か

ら
教
養
学
部 21K

O
M

CEE

地
下
一
階
レ

ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。

実
は
こ
の
硬
派
な
タ
イ
ト
ル
に
主
催
者
で

あ
る
友
の
会
事
務
局
は
相
当
に
心
配
を
し
て

い
た
の
で
す
。
会
場
が
ガ
ラ
ガ
ラ
だ
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
？

と
こ
ろ
が
驚
く
べ
き
こ
と
に
今
回
初
め
て

こ
の
講
演
会
は
満
席
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

補
助
い
す
を
出
し
て
も
足
り
ず
、
多
く
の
学

生
が
床

に
座
っ

て
聞
き

ま
し
た
。

い
っ
た

い
こ
れ

は
何
な

ん
だ
ろ

う
。た

し

か
に
野

矢
先
生

は
日
本

を
代
表

す
る
と
も
、
現
代
を
代
表
す
る
と
も
い
え
る

哲
学
者
で
、
中
学
や
高
校
の
教
科
書
に
も
登

場
し
ま
す
。

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
会
場
に
い
た
人
は
、「
こ
れ
が
哲
学
の
力

な
の
だ
」
と
感
じ
取
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
矢
先
生
の
お
話
は
、
自
由
に
考
え
る
と

い
う
（
役
に
立
た
な
い
）
営
み
が
評
価
さ
れ

る
場
所
が
大
学
で
あ
る
。「
大
学
へ
よ
う
こ

そ
！
」

こ
ん
な
に
熱
い
ウ
ェ
ル
カ
ム
を
聞
い
た
新

入
生
は
幸
せ
者
で
す
。
こ
れ
が
大
学
の
本
当

の
姿
な
の
で
す
。

東
京
大
学
の
教
養
学
部
は
、
旧
制
一
高
以

来
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
、
一
貫
し
て
「
教

養
」
の
価
値
を
主
張
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
大
学
に
よ
う
こ
そ
！

講
演
会
の
後
は
、
野
矢
先
生
を
多
く
の
学

生
が
取
り
囲
ん
で
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
食

べ
な
が
ら
懇
談
し
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

新
入
生
父
母
と

 

学
部
長
と
の
懇
談
会

駒
場
友
の
会
は
、
毎
年
春
に
入
会
さ
れ
る

新
入
生
ご
父
母
を
対
象
と
し
て
、「
学
部
長

と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
五
月
十
七
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

学
部
長
の
講
演
（
九
〇
〇
番
教
室
）、キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
昼
食
パ
ー
テ
ィ
（
生
協
食

堂
）
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
約
十
名
に
分
か
れ
た

参
加
者
を
三
〇
名
ほ
ど
の
教
員
が
引
率
し
て
、

図
書
館
、
講
義
棟
、
課
外
活
動
施
設
、
食
堂
、

生
協
購
買
部
、
博
物
館
、
一
号
館
時
計
塔
に

ご
案
内
し
ま
し
た
。
左
の
写
真
は
、
駒
場
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
の
周
辺
を
散
策

す
る
荒
巻
健
二
教
授
（
左
端
）
の
グ
ル
ー
プ
。

参
加
さ
れ
た
ご
父
母
か
ら
多
数
の
感
想
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
石
井
洋
二
郎
学
部

長
先
生
の
間
、
二
年
間
お
世
話
に
な
る
の
だ

と
思
い
、
お
話
を
伺
い
に
き
ま
し
た
。
と
て

も
親
し

み
や
す

い
話
し

方
で
入

学
式
に

続
き
親

近
感
す

ら
わ
き

ま
し
た
。

参
加
し

て
本
当

に
よ
か 

っ
た
で

す
」

第
十
一
回
総
会
報
告

第
十
一
回
総
会
を
、
五
月
二
四
日
（
土
）
午

後
四
時
四
五
分
よ
り
、21K

O
M

CEE

地
下
一

階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

小
林
寛
道
会
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
以

下
の
（
一
）
〜
（
五
）
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
一
）
二
〇
一
三
年
度
事
業
報
告

山
本
泰
事
務
局
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

主
催
行
事
は
以
下
の
通
り
。
新
入
生
歓
迎
特

別
講
演
会
（
四
月
十
五
日
）
／
新
入
生
父
母

と
学
部
長
と
の
懇
談
会
（
五
月
十
八
日
）
／

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
行
事（
十
月
十
九
日
）

第
十
四
回
演
奏
会
：
ピ
ア
ノ
演
奏
／
味
覚
の

ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
（
十
月
二
三
日
）
／
ロ
コ

モ
体
操
教
室
の
定
期
開
催

②
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

会
報
は
二
一
号
を
九
月
に
、
二
二
号
を
三
月

に
発
行

③
「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
と
カ
レ
ン
ダ
ー

の
製
作
販
売

四
月
、
五
月
と
年
度
末
に
「
学
生
の
た
め
の

寄
付
」
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
、
八
四
八
、

〇
〇
〇
円
、
二
、
〇
四
四
、
〇
〇
〇
円
（
計

五
、
八
九
二
、
〇
〇
〇
円
）
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。
お
預
か
り
し
た
寄
付
は
、
学
生

用
図
書
の
寄
贈
、
学
生
実
験
棟
の
福
利
設
備

拡
充
の
た
め
の
寄
付
な
ど
に
充
て
た
（
次
頁

の
明
細
を
参
照
）。
／
ユ
ー
タ
ス
く
ん
学
事

カ
レ
ン
ダ
ー
二
〇
一
四
年
度
版
の
製
作
（
壁

掛
け
版
と
卓
上
版
）
と
販
売
。

④
会
員
・
会
友
数
（
二
〇
一
四
年
三
月
末
日
）

終
身
会
員
一
一
二
名
、
通
常
会
員
四
九
五
名
、

会
報
第
23
号
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会
友
三
、
一
六
六
名
。
一
高
同
窓
会
二
一
八

名
、
東
高
同
窓
会
九
八
名
。
計
四
、
〇
八
九

名
。
前
年
度
末
よ
り
二
七
四
名
増
。

（
二
）
二
〇
一
三
年
度
決
算

事
務
局
長
よ
り
別
表
の
と
お
り
決
算
の
報
告

が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
が
適
切
で
あ
る
旨
、

監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　

（
三
）
二
〇
一
四
年
度
事
業
計
画

事
務
局
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会
（
四
月
十
四
日
）

／
新
入
生
父
母
と
学
部
長
と
の
懇
談
会
（
五

月
十
七
日
）
／
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
行
事

（
十
月
十
八
日
）
第
十
五
回
演
奏
会
：
チ
ェ

ン
バ
ロ
演
奏
／
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場

（
十
月
末
）
／
ロ
コ
モ
体
操
教
室
の
定
期
開

催
（
毎
月
二
回
）
／
駒
場
音
楽
振
興
基
金
の

活
用

②
会
報
の
発
行

二
三
号
を
九
月
に
、
二
四
号
を
三
月
に
発
行

③
そ
の
他

石
浦
章
一
総
合
文
化
研
究
科
副
研
究
科
長
、

坪
井
俊
数
理
科
学
研
究
科
長
を
加
え
た
「
事

務
局
運
営
会
議
」
を
四
半
期
ご
と
に
開
催
す

る
。

（
四
）
二
〇
一
四
年
度
予
算

事
務
局
長
よ
り
別
表
の
と
お
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

（
五
）
役
員
の
一
部
交
代
（
＊
印
）

会
長
：
小
林
寛
道　

副
会
長
：
竹
田
晃

遠
山
敦
子　

理
事
：
浅
島
誠
＊
、
江
川
雅
子

風
間
勝
昭
、
木
畑
洋
一
、
小
島
憲
道

瀧
田
佳
子
、
坪
井
俊
、
蓮
實
重
彦
、
松
本
健

監
事
：
大
岸
良
恵
＊
、
長
谷
川
壽
一

以
上
の
議
案
は
す
べ
て
提
案
の
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。詳
細
は
、駒
場
友
の
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

食
を
通
じ
て
文
化
を
育
む
：

ル
ヴ
ェ
ソ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
駒
場

の
十
年

伊
藤
文
彰

文
京
区
本
郷
の
東
大
正
門
近
く
で
、
レ
ス

ト
ラ
ン
を
開
業
し
た
の
が
十
五
年
前
、
そ
し

て
ご
縁
を
頂
き
駒
場
に
来
て
早
や
十
年
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
駒
場
友
の
会
の
皆
様

に
は
御
贔
屓
い
た
だ
き
、
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

元
々
、
私
共
の
会
社
の
発
祥
は
京
都
に
あ

る
「
ま
ど
い
」
と
い
う
、
私
の
父
が
京
都
大

学
の
近
く
に
五
〇
年
前
に
創
業
し
た
レ
ス
ト

ラ
ン
で
す
。
常
連
客
が
多
く
、
私
は
い
つ
も

大
学
の
先
生
方
や
学
生
さ
ん
が
周
り
に
い
る

環
境
で
育
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
に
と
っ
て

大
学
の
中
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
業
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
ほ
ど
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
達
は
父
の
代
か
ら
長
い
間
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
通
じ
て
手
作
り
の
食
を
実

践
し
て
き
た
の
で
す
。

駒
場
で
の
店
づ
く
り
を
考
え
た
時
に
、
ま

ず
、
将
来
日
本
を
背
負
っ
て
世
界
で
活
躍
す

る
で
あ
ろ
う
東
大
生
に
、
世
界
の
中
で
最
も

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
え
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

楽
し
み
方
を
伝
え
、
手
作
り
の
食
の
よ
さ
を

感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。

近
年
、
食
事
に
か
け
る
時
間
の
短
さ
や
個

食
の
問
題
な
ど
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
人
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
、
手
作
り
の
食
を
楽
し
む
、
そ
ん
な
レ
ス

ト
ラ
ン
を
実
現
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ

れ
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
専
門
的
な
調
理

人
に
よ
る
的
確
な
調
理
と
、
そ
の
前
提
と
し

て
、
目
利
き
を
生
か
し
た
安
全
な
食
材
の
厳

選
、
仕
入
れ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

産
地
や
食
品
の
偽
装
や
農
薬
の
混
入
な
ど

が
最
近
、
世
間
を
騒
が
せ
て
い
ま
す
。
他
に

も
防
腐
剤
や
添
加
物
、
化
学
調
味
料
、
日
本

の
食
糧
自
給
率
の
低
さ
等
々
、
食
を
取
り
巻

く
様
々
な
問
題
は
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

2013 年度「学生のための寄付」
使途明細

駒場図書館 1,067,581 円
学生実験棟福利設備拡充など
学部への寄付 3,119,061 円
駒場祭 2013 500,000 円
ハーバード大学交流プログラム 
 382,000 円
北京大学交流プログラム 
 484,000 円
グローバルオフィス関連行事 
 216,800 円
三鷹国際学生宿舎 89,289 円
合計 5,858,731 円

収入の部
2013年度予算 2013年度実績 2014年度予算

1 会費収入 9,000,000 9,404,000 9,000,000

11 通常会員会費 2,000,000 1,888,000 2,000,000

12 会友会費 6,500,000 6,740,000 6,500,000

13 終身会費 500,000 776,000 500,000

2 寄付収入 5,922,400 4,150,000

21 学生のための寄付 5,892,000 4,000,000

22 その他 30,400 150,000

3 事業収入 445,000 564,741 642,000

31 2014ユータスくんカレンダー 135,000 137,141 217,000

32 味覚のアトリエ＠駒場 30,000 22,000 25,000

33 2015ユータスくんカレンダー 280,000 405,600 400,000

4 雑収入 4,500 2,722 3,500

41 預金利息 1,500 1,222 1,500

42 その他 3,000 1,500 2,000

14,449,500 15,893,863 13,795,500

8,844,529 8,844,529 9,239,039

23,294,029 24,738,392 23,034,539

支出の部
2013年度予算 2013年度実績 2014年度予算

1 印刷費 1,200,000 977,474 1,072,000

11 会報・案内等の印刷費 720,000 876,254 742,000

12 封筒・便箋等の印刷費 480,000 101,220 330,000

2 通信費 1,760,000 2,201,779 2,300,000

21 郵送費 1,650,000 1,979,165 2,100,000

22 電話・インターネット使用料 110,000 222,614 200,000

3 事務経費 620,000 763,684 760,000

31 事務用品費 200,000 254,899 250,000

32 ゼロックス使用料 190,000 254,594 260,000

33 会費等振込料金負担分 230,000 254,191 250,000

4 人件費 2,150,000 2,060,800 2,012,500

41 事務局スタッフ 1,950,000 1,905,800 1,612,500

42 臨時 200,000 155,000 400,000

5 運営費 1,725,800 1,609,872 1,641,684

51 事務室借料 205,800 205,800 211,684

52 光熱水料 70,000 132,530 130,000

53 会員証作成費 750,000 583,848 600,000

54 入会勧誘活動費 300,000 298,579 300,000

55 庶務費 400,000 389,115 400,000

6 事業費 2,100,000 2,027,013 2,000,000

7 寄付 4,850,000 5,858,731 4,000,000

8 予備費 43,700 - 9,316

14,449,500 15,499,353 13,795,500

8,844,529 9,239,039 9,239,039

23,294,029 24,738,392 23,034,539　　　合　　　　　計

5,000,000

　　　小　　　　　計

　　　前年度繰越金

　　　合　　　　　計

　　　小　　　　　計

　　　次年度繰越金

伊藤オーナーシェフ（右から二人目）と、ルヴェソンヴェー
ル・橄欖のスタッフ。左から森山岳穂（支配人）、山口徹（シェ
フソムリエ）、牧村耕平（シェフ）、高橋健太（マネージャー）
の皆さん（2014 年 6 月 14 日）
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工
業
製
品
の
様
に
作
ら
れ
た
業
務
用
の
食

品
が
い
か
に
多
く
氾
濫
し
て
い
る
こ
と
か
。

そ
う
い
う
商
品
だ
け
で
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ

ニ
ュ
ー
は
す
ぐ
出
来
て
し
ま
い
ま
す
。
出
来

合
い
の
食
品
を
使
わ
ず
、
手
作
り
の
調
理
を

実
践
す
る
こ
と
は
、
コ
ス
ト
が
か
か
り
大
変

な
こ
と
で
す
が
、
最
も
守
る
べ
き
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
人（
料
理
人
）

を
育
て
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

六
年
前
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ダ
イ
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
代
表
の
テ
ッ
ド
・
メ
イ
ヤ
ー
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、
教
養
学
部
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
た
と
き
、フ
ー
ド
・
リ
テ
ラ
シ
ー

が
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
味
覚
に
対
し
て

の
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
食
材
を
ど
う
生
産
、

調
達
し
、
そ
れ
を
ど
う
調
理
し
、
そ
れ
を
誰

と
ど
の
よ
う
に
食
べ
楽
し
む
の
か
、
栄
養
、

制
度
、
環
境
問
題
な
ど
食
に
関
わ
る
様
々
な

観
点
も
含
め
て
、
そ
の
識
字
力
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
と
い
う
内
容
で
し
た
。
確
か
に
、

味
と
い
う
側
面
か
ら
食
を
語
る
こ
と
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
科
学
的
に
調
味
す
る

技
術
が
進
ん
だ
今
、
食
す
る
だ
け
で
ど
れ
だ

け
の
人
が
、
そ
の
食
品
の
中
身
を
言
い
当
て

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
私
自
身
も
大
き
な

影
響
を
受
け
、
そ
の
後
の
活
動
を
考
え
る
ひ

と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
勿
論
、

手
作
り
の
食
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運

営
す
る
こ
と
自
体
が
そ
の
意
味
を
持
ち
ま
す

が
、
そ
の
他
に
も
、
何
度
か
食
に
関
す
る
講

義
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

ま
た
、
二
〇
一
一
年
か
ら
は
毎
年
秋
に
「
味

覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
」
と
い
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
味
覚
の
一

週
間
」
と
い
う
味
覚
教
育
の
日
本
版
で
、
駒

場
友
の
会
の
主
催
で
す
。

駒
場
店
に
は
旧
制
一
高
の
方
々
を
始
め
、

大
勢
の
大
学O

BO
G

の
方
が
来
ら
れ
ま
す
。

近
年
で
は
、
卒
業
生
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
様
に
大

学
の
同
窓
会
館
的
な
役
割
を
担
う
と
共
に
、

様
々
な
音
楽
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
発
信
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
はT

A
BLE 

FO
R T

W
O

と
い
う
、
一
食
あ
た
り
二
〇

円
が
寄
付
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち

に
給
食
が
届
け
ら
れ
る
と
い
う
活
動
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
大
学
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と

し
て
の
意
味
を
考
え
た
上
で
、
駒
場
に
お
け

る
食
を
中
心
に
し
た
文
化
的
発
信
を
行
っ
て

い
く
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の
御
支
援
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ル
ヴ
ェ
ソ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
駒
場　

オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
）

「
駒
場
友
の
会
」っ
て
ス
テ
キ
！

清
水
康
子

こ
の
五
月
、「
駒
場
友
の
会
」
に
入
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
も
知
ら
な
か
っ
た
私

が
存
在
を
知
っ
て
す
ぐ
入
会
手
続
き
を
し
た

直
接
の
動
機
は
、
図
書
館
の
蔵
書
を
二
冊
ま

で
借
り
ら
れ
る
と
い
う
実
利
的
な
も
の
で
し

た
。
去
年
の
三
月
に
駒
場
の
非
常
勤
講
師
の

定
年
を
迎
え
、
こ
の
三
月
に
本
務
校
の
定
年

を
迎
え
、
や
っ
と
駒
場
図
書
館
の
利
用
が
可

能
か
ど
う
か
聞
き
に
行
っ
た
の
で
す
。
学
生

と
し
て
、
教
養
学
科
フ
ラ
ン
ス
科
の
助
手
と

し
て
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
駒
場
の
図
書

館
に
は
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
十
年
く
ら
い
は
自
分
の
興
味
や
研
究
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
音
大
の
声
楽
の
学
生
さ

ん
が
大
学
院
論
文
の
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
レ
や

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
歌
曲
を
取
り
上
げ
る
の
で
、

そ
の
関
連
の
一
九
世
紀
・
二
〇
世
紀
の
や
や

特
殊
な
詩
人
た
ち
の
こ
と
を
詳
し
く
調
べ
る

た
め
に
も
大
い
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
博
士
論
文
で
フ
ォ
ー
レ
が
作
曲
し
た

『
イ
ヴ
の
歌
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
き
、

原
詩
を
書
い
た
ベ
ル
ギ
ー
象
徴
派
詩
人
フ
ァ

ン
・
レ
ル
ベ
ル
グ
に
つ
い
て
は
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
取
り
寄
せ
て
い
た
だ
く
図
書
館
の
書
籍

だ
け
で
な
く
、
美
術
博
物
館
が
所
蔵
す
る
日

本
各
地
の
美
術
館
の
展
覧
会
図
録
が
役
に
立

ち
ま
し
た
。
修
士
論
文
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
歌

曲
分
析
で
登
場
し
た
詩
人
テ
オ
ド
ー
ル
・
ド
・

バ
ン
ヴ
ィ
ル
の
新
全
集
は
、
地
下
の
集
密
書

庫
に
あ
っ
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
必
要

な
時
に
二
冊
で
も
貸
し
て
い
た
だ
け
る
の
は

有
難
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、「
駒
場
友
の
会
」
の
設
立
趣
旨

を
読
ん
で
、
感
激
し
ま
し
た
。
駒
場
で
学
ぶ

ひ
と
働
く
ひ
と
だ
け
で
な
く
、
父
母
の
み
な

さ
ま
や
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
愛
し
て
く

だ
さ
る
か

た
が
た
ま

で
に
開
か

れ
た
会
で

あ
る
こ
と

が
わ
か
っ

た
か
ら
で

す
。
オ
ル

ガ
ン
演
奏

会
と
美
術
博
物
館
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
私
に
は

嬉
し
い
出
会
い
で
し
た
。
迷
わ
ず
終
身
会
員

で
す
。
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
存
在
そ
の
も
の

が
時
の
変
化
と
人
の
つ
な
が
り
を
祝
福
し
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

一
九
六
七
年
に
駒
場
の
学
生
に
な
っ
て
以

来
い
つ
も
見
上
げ
る
時
計
台
を
中
心
に
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
で
思
い
出
深
い
場
所
の
ベ
ス
ト

ス
リ
ー
は
、ESS

の
ラ
ン
チ
オ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
毎
日
行
っ
て
い
た
矢
内
原
公
園
、
山

田
𣝣
先
生
を
囲
ん
で
仏
文
関
係
の
先
生
や
学

生
が
集
ま
っ
て
お
花
見
を
し
た
運
動
場
土
手
、

化
学
の
久
保
彰
治
先
生
の
授
業
が
何
故
か
心

に
残
る
九
〇
〇
番
教
室
。
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会

で
九
〇
〇
番
教
室
に
入
る
た
び
に
、
不
思
議

な
思
い
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。
私
の
大
学
一
、

二
年
は
、
医
学
部
処
分
に
始
ま
る
異
議
申
し

立
て
と
ス
ト
ラ
イ
キ
の
時
代
で
し
た
。
駒
場

に
も
た
く
さ
ん
の
集
会
、
デ
モ
、
建
物
の
封

鎖
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
存
在
し
な
い
建
物

の
な
か
で
は
、
一
研
と
呼
ば
れ
て
い
た
研
究

棟
と
駒
場
寮
の
存
在
感
が
圧
倒
的
で
し
た
。

寮
住
ま
い
の
友
人
か
ら
本
を
譲
り
受
け
る
の

で
中
に
入
っ
た
記
憶
も
あ
り
ま
す
。
昔
の
図

書
館
最
上
階
の
演
習
室
に
満
ち
て
い
た
光
の

暖
か
さ
も
格
別
で
し
た
。

一
年
初
級
文
法
で
朝
倉
季
雄
先
生
が
重
た

い
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
毎
回
運
ん
で
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
科
四
学
期

に
前
田
陽
一
先
生
が
フ
ラ
ン
ス
語
発
音
法
を

母
音
か
ら
始
め
て
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
の
朗

読
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が

私
の
大
切
な
駒
場
の
宝
物
で
す
。

（
一
九
七
一
年
教
養
学
科
卒
、
国
立
音
楽
大

学
名
誉
教
授
）
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Ｈ
Ｃ
Ａ
Ｐ
：
濃
密
な
一
年
間

手
嶋
毅
志

H
CA

P
（H

arvard College in A
sia 

Program
）
は
、
ア
ジ
ア
各
国
と
米
国
の
未

来
の
リ
ー
ダ
ー
の
関
係
構
築
を
目
的
と
し
て

二
〇
〇
三
年
に
設
置
さ
れ
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ア
ジ
ア
の
様
々
な
大
学
の
学
生
が
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
毎
年
ハ
ー
バ
ー
ド
生
と
の
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
、
採
択
さ
れ
れ
ば
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
ま
す
。
東
大

の
学
生
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
続
け
て
参
加

し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
三
年
度
のH

CA
P

東
大
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
私
た
ち
が
担
当
し
ま
し
た
。
東
大
の

活
動
の
特
長
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
毎
年

わ
ず
か
十
数
名
の
一
年
生
で
運
営
す
る
と
い

う
点
に
あ
り
ま
す
。
毎
年
春
に
前
年
の
参
加

者
に
よ
っ
て
新
年
度
に
参
加
を
希
望
す
る
一

年
生
の
中
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
選
抜
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
、
彼

ら
彼
女
ら
は
全
て
の
仕
事
を
担
い
ま
す
。

一
月
末
に
行
わ
れ
る
「
ハ
ー
バ
ー
ド
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
」
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
大

学
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
八
名
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

に
集
ま
り
一
週
間
を
過
ご
し
ま
す
。
今
年
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、
ア
ジ
ア
八
カ
国
・

地
域
（
韓
国
、香
港
、
イ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ド
バ
イ
、
タ
イ
、
ト
ル
コ
、
日
本
）
か

ら
計
六
四
名
の
学
生
が
集
ま
り
、
今
回
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

（Building Sustainable Cities

）」
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
各
国
の
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
の
共
有
に
話
は
始
ま
る
も

の
の
、
白
熱
す
れ
ば
テ
ー
マ
か
ら
離
れ
、「
政

治
的
な
自
由
は
ど
こ
ま
で
大
切
か
」
や
「
自

由
主
義
と
社
会
主
義
の
ど
ち
ら
が
持
続
可
能

な
社
会
を
作
る
か
」
な
ど
の
議
論
に
ま
で
発

展
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

三
月
末
に
行
わ
れ
た
「
東
京
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
」
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
生
十
二
名
を
日

本
に
迎
え
て
九
日
間
を
と
も
に
し
ま
し
た
。

九
日
間
の
う
ち
六
日
は
東
京
で
し
た
が
、

三
日
間
を
沖
縄
訪
問
に
あ
て
ま
し
た
。
沖
縄

戦
の
歴
史
や
米
軍
基
地
に
関
連
し
た
問
題
が

今
も
鮮
明
に
存
在
す
る
沖
縄
こ
そ
、
将
来
を

担
う
日
米
の
学
生
の
学
び
の
場
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

沖
縄
の
三
日
間
で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
東
大
生
・
ハ
ー
バ
ー
ド
生
・
沖
縄
の
大

学
生
が
基
地
問
題
を
直
接
議
論
し
た
こ
と
で

し
た
。
基
地
の
す
ぐ
近
く
に
住
む
学
生
の
語

り
に
シ
ョ
ッ
ク
を
覚
え
る
ハ
ー
バ
ー
ド
生
、

基
地
は
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
考
え
を

持
つ
沖
縄
の
学
生
、
ど
の
発
言
を
と
っ
て
も
、

そ
れ
は
学
生
た
ち
の
生
の
経
験
に
基
づ
い
た

も
の
で
、
当
然
自
分
の
価
値
観
は
揺
さ
ぶ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
参
加
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
生
の
ひ
と

り
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
に
、
以
下
の
よ

う
に
書
い
て
い
ま
す
。

「
沖
縄
の
大
学
生
と
基
地
問
題
に
つ
い
て

議
論
す
る
こ
と
で
、
社
会
問
題
が
い
か
に
複

雑
な
も
の
で
あ
る
か
に
気
付
か
さ
れ
た
。
議

論
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
日
本
本
島
・
沖
縄
と

い
う
三
つ
の
異
な
る
立
場
が
存
在
し
て
い
て
、

ど
の
意
見
に
も
一
定
の
正
当
性
や
妥
当
性
が

あ
り
、
全
員
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
解
決
策

を
生
み
出
す
こ
と
の
困
難
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
た
」

毎
年
の
活
動
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
「
つ

な
が
り
」
が
蓄
積
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ご
支

援
く
だ
さ
る
沢
山
の
方
々
と
の
出
会
い
、
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
出
会
う
各
国
か
ら
の
参
加

者
た
ち
、
一
年
間
の
濃
い
時
間
を
共
有
す
る

同
期
の
チ
ー
ム
、
か
つ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加

し
た
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

こ
う
し
た
つ
な
が
り
は
、
徐
々
に
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
東
京
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
が
き
っ
か
け
で
東
北
支
援
の
団
体
に
関

わ
り
始
め
た
ハ
ー
バ
ー
ド
生
や
、
イ
ン
ド
の

参
加
者
の
も
と
へ
会
い
に
行
く
同
期
を
見
る

に
つ
け
、
希
望
に
心
は
踊
り
ま
す
。

昨
年
、
一
昨
年
の
二
年
に
わ
た
っ
て
駒
場

友
の
会
よ
り
ご
支
援
・
協
賛
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
成
長
と
学
び
の
貴
重
な
機
会
で
あ
る
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
・
改
善
し
て
実
施
し

て
い
く
の
に
、
こ
の
ご
支
援
は
不
可
欠
で
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

（
教
養
学
部
二
年　

H
CA

P

八
期
）
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第
十
三
回
東
京
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

十
月
十
八
日
（
土
）
開
催

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
と
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス

駒
場
友
の
会
で
は
当
日
、
中
川
岳
さ
ん
（
本

学
学
生
）
に
よ
る
チ
ェ
ン
バ
ロ
演
奏
会
を
開

催
し
ま
す
。

会
場
：
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

北
館
二
階
多
目
的
教
室
、
午
後
二
時
か
ら

詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

爽やかな風に包まれてゆったりと
くつろぐことのできる

フランス料理
ルヴェ ソン ヴェール 駒場

駒場友の会の皆様がお食事の際に注文なさった
コーヒーは、お支払いの際に会員証・会友証を
ご提示下さいますと無料になります。
営業時間　11 : 00 ～ 14 : 30、17 : 00 ～ 21 : 00

Tel: 03-5790-5931 / Fax: 03-5790-1902

駒場ファカルティハウス内

会報のバックナンバーをインターネット上でご覧いただけます。駒場友の会ホームページのトップ画面右列の中ほどに「会報バックナンバー」とい
うボタンがありますので、そこからお入りください。

「必要な戦争はあるか？」とひめゆり平和祈念資料館前で議論
する学生たち。左から石神友希穂、福津命、Rodrigo Andres 
Murillo、Ved Topkar（2014 年 3 月 20 日）


